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In this paper, we first prove that Accounting Systems are Super Systems. So, we study
end of Super Systems. Super Systems may give us new knowledge of Accounting.
1．はじめに
会計はいろいろな角度から研究されているが、高度にシステム化されているので、システム論
的な考察も必要である。前稿1、前々稿2ではオートポイエーシスやケモトンの観点から会計を解
析したが、本稿では超システム3の観点からシステムとしての会計を考える。オートポイエーシ
スは生命システムを説明するために導入された概念であり、ケモトンは細胞を説明するシステム
であり、ともに生命現象をもとにしている。超システムも免疫をもとに考えられたシステムであ
り、生命現象をもとにしているが、多田は生命現象だけでなく言語や都市の生成、企業、国家、
経済なども超システムとして説明できるとしている。
本稿では超システムを用いて会計を考察する。ただ、超システムは目的を持たないとされるが、
この点について本稿では目的を持つ場合もありうるとして考察する。
2．免疫系
ここでは免疫系4について概観する。
免疫には自然免疫、液性免疫、細胞性免疫があるが、超システムの原型は液性免疫と細胞性免
疫である。
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免疫にかかわる細胞は幹細胞から分化し、以下のようなさまざまな細胞となる。
好中球
好酸球
好塩基球
これらの細胞は白血球のうち顆粒球に属する細胞で、好中球、好塩基球は炎症部位に遊走し、好
酸球は寄生虫に対処する。
単球・マクロファージ
B細胞
T細胞
NK細胞
これらの細胞は白血球のうち無顆粒球に属する細胞である。単球は血液中から組織の中に入りマ
クロファージへと分化する。マクロファージは侵入者（細菌など）を細胞内に取り込み処理する。
B細胞は抗体を生産する。T細胞はさらに
	ヘルパー T細胞

キラー T細胞
制御性 T細胞
に分かれる。ヘルパー T細胞は B細胞の抗体生産を助け、キラー T細胞は病原体に感染した細
胞を処理する。制御性 T細胞は免疫応答を抑制する。NK細胞は抗体を介した反応には加わらず、
癌細胞やウイルス感染で変形した細胞を学習することなしに処理する。
抗体は自然界にあるほとんどすべての物質に対応する。抗体の構造は可変部と定常部でできて
おり、可変部は個体間でほとんどの場合異なっており、抗体の多様性を生み出している。これは
可変部をコードする遺伝子（複数あり）が移動して定常部の遺伝子に（J遺伝子を介して）つな
がることによる多様性である。
液性免疫では抗体が生産される。その過程は以下のとおりである。
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B細胞にある B細胞抗原受容体が抗原を察知し細胞内に取り込む。
抗原は小さなペプチドに分解される。
主要組織適合性遺伝子複合体クラス分子とペプチドが結合する。
の結合体が B細胞の表面に提示される（抗原提示）。
ヘルパー T細胞の T細胞抗原受容体が B細胞表面の結合体を認識する。
T細胞にシグナルが伝達され、活性化される。
活性化された T細胞がサイトカインを分泌する。
	B細胞の受容体がサイトカインを認識し結合する。

B細胞内に刺激が伝わり活性化し、抗体を生産する形質細胞へと分化する。
形質細胞が抗体を生産する。
これらの T－B相互作用により、クラス・スイッチが生じ、さらに突然変異が生じてより親和性
の高い抗体が生産される（抗体の成熟）。なお、一部の B細胞は記憶 B細胞として残り、二度目
の感染時にはすばやく対応し、突然変異を生じてより高い親和性を持つ抗体を生産する。
細胞性免疫は抗体によらない免疫でマクロファージとキラー T細胞が活躍する。マクロファ
ージによる細胞性免疫は以下のとおりである。
マクロファージが侵入者（細菌・ウイルスなど）を体内に取り込む。ただし、活性化されて
ないマクロファージの殺菌力は弱い。
主要組織適合性遺伝子複合体クラス分子による抗原提示（マクロファージにも抗原提示能
力がある）。
抗原提示によりヘルパー T細胞が活性化され、サイトカインが分泌される。
サイトカインによりマクロファージが活性化され、細胞内に取り込んだ侵入者を処理する。
また、キラー T細胞による細胞性免疫は以下のとおりである。
感染細胞内でウイルスの遺伝子にコード化されたたんぱく質が生産される。
たんぱく質の一部は分断され、小さなペプチドとなる。
ペプチドは主要組織適合性遺伝子複合体クラス分子と結合し、細胞表面に発現する。
キラー T細胞の T細胞受容体がの結合体を認識し、活性化する。
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活性化したキラー T細胞が感染した細胞を処理する。
今まで見てきたように、免疫系はさまざまな細胞が協力して機能を発揮している。
3．超システムとしての免疫系
多田はこの免疫系をもとに超システムを提唱した。超システムの特徴は以下のとおりである。
自己生成
免疫細胞は「何ものでもない単一の細胞」である「幹細胞」からサイトカインなどにより
好中球
好酸球
好塩基球
マクロファージ
B細胞
T細胞
	NK細胞
などの細胞に分化する。このようにして免疫細胞が形成されるが、多田はこのような過程を「自
己生成」と名づけた。

自己多様化
の生成過程は、自己が多様な細胞を作り出しており、このような過程を「自己多様化」と名
づけた。
自己組織化
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多様な免疫細胞はばらばらではなく、異なったサイトカインを用いて交信し、全体として免疫
システムを形成してゆく。このような過程を「自己組織化」と名づけた。
自己適応
もともと T細胞は分化しておらず、胸腺で教育を受け、ヘルパー T細胞、キラー T細胞、制
御性 T細胞などに分化する。この中で自分自身に免疫応答を生じる細胞は処理される。このよ
うに自己を攻撃するような免疫細胞は排除される。このような過程を「自己適応」と名づけた。
閉鎖性と開放性
免疫系はすでに述べたような細胞の連携のみで成立しており、その意味では閉じた体系である
（閉鎖性）。また、免疫系は常に外界に開かれており、外部からの情報を受け取り、その刺激に
応じて自己を変更して行く（開放性）。このような性質を「閉鎖性と開放性」と名づけた。
自己言及
免疫系は外部からの情報（抗原）をもとに、より親和性の高い抗体を作り出すようなシステム
を、それまでのシステムを破壊することなく作り出している。このように外部からの情報をもと
に自己の内部を自己で改革してゆくには、それまで存在していた自己に照合しながら、大幅な変
更のないように実行するのが原則である。これを「自己言及」と名づけた。
自己決定
個体がどのような病気にかかるかなどは全て決定されているわけではなく、個体自身が状況に
応じて自己決定してゆく。これを「自己決定」と名づけた。
超システムは以上のような様式を備えたシステムとして定義されるが、多田は単に免疫系だけ
でなく、生命の存在様式として超システムをとらえている。さらに、言語、都市、経済活動、国
家、民族なども超システムであると主張している。また、人間の文化活動も超システムととらえ
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ることができるとも述べている。次節では、超システムの観点から会計を論じる。
4．超システムとしての会計システム
自己生成
帳簿記入は複式簿記が完成する前から行われていたが、15世紀の商業・貿易の急速な発展は
帳簿記入を複式簿記として発達させた5。初歩的な帳簿記入から高度化した複式簿記への発展は
自己生成の過程と見ることができる。
また、現金の収入・支出をそれぞれ収益・費用の発生ととらえる現金主義は経済の発展ととも
に大規模になってゆく企業の会計には対応できず、収益・費用の発生をそれぞれ財貨あるいは用
役の経済価値の増加・減少でとらえる発生主義へと変化し、さらに収益は実現の時点で認識する
実現主義へと変化した。
また、手作業中心の処理から機械簿記を経て会計情報システムに至る過程も自己生成の過程と
見ることができる。
ここで見てきたように、会計の形成・発展においては自己形成の過程とみなせる過程が存在す
る。
自己多様化
会計はその発展（自己生成過程）に伴い内容を多様化してきた。
現金主義の場合は、現金の収入・支出をそれぞれ収益・費用の発生ととらえるため、減価償却
費、評価損益（有価証券評価損益など）などはその体系内には含まれない。その後の経済の発展
による固定資産の増大、信用取引などの発達はこれらの勘定科目の導入を必要とした。
また、貸借対照表の資本の部は純資産に変更されたが、これはいままでのように資産・負債・
資本では処理しきれない事項の出現（評価・換算差額等、新株予約権）により、純資産として株
主資本とこれらの項目をまとめたものである。
これらの例からも分かるとおり、会計はその発展に伴い自身を多様化してきた（自己多様化）。
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自己組織化
会計は発展に従い内容を多様化してきたが、各構成要素はばらばらではなく、自ら高度に組織
化されており、会計全体として機能している（自己組織化）。
会計処理の基本をなす複式簿記は
取引→仕訳帳→総勘定元帳→財務諸表
仕訳 転記 決算
として高度に組織化されており（簿記の一巡）自己組織化の例である。
自己適応
会計は発展に伴い適応しなくなった構成要素を放棄してきた。
経済の発達により収益・費用を現金の収入・支出で考える現金主義は放棄された。また、評価・
換算差額等、新株予約権の出現は貸借対照表の「資本の部」を放棄し「純資産の部」を新設させ
た。
このように、会計は適応できなくなった構成要素を放棄してきた（自己適応）。
閉鎖性と開放性
会計処理は会計内で完結した処理が実行されるので、システムとしては当然閉鎖性を有してい
る。
一方、企業の経済的活動を仕訳という形で取り込むので、外部に対しても開いている（開放性）。
また、企業の変化に応じて会計も変化し対応しているが、企業の変化も外部からの情報として
取り入れている。現金主義会計が企業の巨大化（信用取引の発展、棚卸資産の在庫の恒常化、固
定資産・設備の増大）に対応できず発生主義、実現主義へと変化したのは企業の変化を取り入れ
た結果である。
さらに、制度会計には以下の会計があるが、
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会社法会計
金融商品取引法会計
税法会計
それぞれ会社法、金融商品取引法、税法を受け入れ会計処理をしている。これも開放性の現れで
ある。
自己言及
会計は経済的発展とそれに伴う企業の変化に対応して自身も変化してきたが、変化に際して会
計の構造を壊すような変化は生じてない。15世紀に誕生したと思われる複式簿記は18世紀まで
はあまり変更されず、19世紀から現在に至る発展も基本原理においてはほとんど変化してない。
会計の発展はその基本構造を壊さず発展してきている。すなわち、会計としての基本的な構造
を保つためつねに自己に言及しながら発展してきている。
環境会計においては貨幣価値で評価するという会計の原則が破られる場合もあるが、処方箋は
会計的であり、会計を逸脱するものではない。
自己決定
同じ会計制度であっても企業が異なれば会計の結果（財務諸表、利益・損失など）は個々の企
業で異なり、その結果は各企業の自己決定である。
5．超システムの崩壊
超システムとしての免疫系も老化により崩壊してゆく。免疫系にとって重要な器官である胸腺
は年齢とともに大部分が脂肪組織に置き換えられ、35グラム（最大）から5グラムぐらいになっ
てしまう。T細胞を教育する器官の縮小は当然免疫系に影響するはずである。実際 CD8を有し
ているキラー T細胞、サプレッサー T細胞は50代から減り始め、80歳以上ではほとんど検出さ
れなくなる。さらに CD8を有しているヘルパー T細胞も質的に異常が現れ始める。これは免疫
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系という超システムの体制自体の崩壊を反映している6。
会計にとって老化による体制の崩壊というものは存在しない。現金主義が崩壊したとしても発
生主義、実現主義と変化し会計自身は崩壊しない。ただ個々の会計システムは崩壊することがあ
る。倒産や清算による企業の廃止に伴う会計の廃止である。清算の場合は細胞で言うアポトーシ
スのようなものであるから、倒産が崩壊にあたると考えられる。また、粉飾決算などの会計不正
も会計の崩壊と考えられる。このように考えると、会計という超システムの崩壊は倒産や破産、
会計不正で訪れると考えられる。
5．おわりに
本稿では免疫系を原型とする超システムを概観し、超システムの観点から会計を解析し、会計
が超システムであることを証明した。また、超システムとしての会計の崩壊を考察し、崩壊は倒
産・破産による会計の廃止であることを指摘した。
超システムは
自己生成
自己多様化
自己組織化
自己適応
閉鎖性と開放性
自己言及
自己決定
が主要概念であり、前稿のオートポイエーシス1
回帰的な「産出させる働き」の連鎖
や前々稿のケモトン2
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自己触媒的な代謝ネットワーク
複製を行い情報を保持する分子
二重膜
に比べてかなり複雑なシステムである。その分詳細な解析が可能となる。
本稿で行った解析は超システムを用いた解析の序論に過ぎない。今後はさらに詳細な研究を続
けていきたい。
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3、7）を参照した。
5 会計の歴史については参考文献8を参照。
6 この部分は参考文献3第8章による。
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